
Ⅰ．はじめに
日本の大学におけるスポーツ部活動には長い歴史がある。しかしながら，そ

のあり方については，監督やコーチからの選手に対するパワーハラスメントな

どが多く見られる，勝利至上主義で強い選手が優遇されがちである，学業との

両立に困難をきたす場合がある，選手が意見を出しにくいなど，課題が少なく

ない。生活主体としての子どもや大学生の大学や地域におけるスポーツ部活動

のあり方の改善には何が必要か，検討する必要がある。

筆者は，2024年 8月から 9月にかけて，米国においていくつかの大学を訪

問し，米国の大学におけるリーダーシップ教育とその中でのスポーツ部活動に

関して調査・研究する機会を得た。

そこで，本稿では，リーダーシップ教育とスポーツ部活動について，事例を

踏まえて検討し，日本の大学スポーツ部活動のあり方について示唆を得たい。

Ⅱ . 日本の大学におけるスポーツ部活動に関する先行研究
（１）スポーツ部活動に関する研究

「大学体育会系部活動研究の研究動向―文献レビューからみる 5つの方向

性―」（村上，2024）は，以下のように解明している。
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大学部活動研究の動向には，大学部活動の定義と歴史に関する研究，大学部

活動学生に関する調査研究，大学部活動指導者に関する調査研究，入試とスポー

ツ特別選抜に関する研究，諸外国の教育とスポーツに関する研究である。それ

らを次のように要約している。

（1） 大学部活動はいつ始まったか，どのように運営されているかについて議

論はあるものの，何を目指すべきか，どうあるべきかについての議論は

あまりなされていない。

（2） スポーツ選抜入試など大学部活動の入り口の研究は多いものの，大学卒

業後のスポーツへの取り組みについての研究があまり行われていない。 

（3） 日本と海外における部活動のあり方やスポーツ研究の仕方にスタンスの

違いが見られる。

（2）プロ野球におけるリーダーシップ教育と選手育成

プロ野球においては，権藤，吉井など幾人かの監督が，選手育成に際し，先

駆的な指導を行ってきている。

権藤（1938年生まれ。元プロ野球選手，中日で投手，内野手，中日・近

鉄・ダイエー・横浜でコーチ， 1998年横浜を優勝に導く）は『教えない教え』

（2010）で，コーチ・監督の経験を経るなかで，多くの気付きがあり，先駆的

な指導をおこない，チームを優勝に導くまでになったことを記している。

同書冒頭で，米国の教育リーグ視察（1972年）で教育リーグに在籍する選

手たちがフライをうまく処理できない様子を見て，ストゥーピッドじゃないか

と聞いたときのことである。「するとそのコーチは私にこう返してきた。／『彼

はルーキーだ。入ってきたばかりだ。だから何もできない。来年のいま頃，彼

が一年たってまだあんなプレイをしていたら確かにストゥーピッドだろう。し

かし彼は違う。ルーキーなんだ』」。これは，権藤のコーチとしての考え方，姿

勢を根底から覆すものだった。帰国後は「焦らずじっくり，丁寧に教えないと

いかん」という気持ちになったという。

また，現役時代，入団後 2年連続で最多投手となったものの，右肩を痛め， 

3年目以降の 7年間は苦しんだ。それは“天国と地獄”だったという。「しかし，
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私が監督として日本一になれたのは，そんな地獄の期間があったからである。

地獄の中でもがき苦しんだ経験があるから，人の痛みにも気付けるようになっ

た。…／トップの立場として人を扱っていくには，下の人間の痛みが分かる人

間であらねばならない。自分がかつては下の立場の人間だったことを，忘れて

はいけないのだ。」と記している。

吉井（1965年生まれ。2023年から千葉ロッテマリーンズ監督， 1984年から

近鉄・ヤクルト・オリックスで投手， 1997年から 2002年メジャーリーグで活

躍，2008年から日本ハム・ソフトバンク・ロッテの投手コーチなど）はコー

チングやリーダーシップについて，いくつもの著書を出版している。

近著『機嫌のいいチームをつくる』（2024）で，監督の仕事は「選手たちが

『主体的に』『勝手に』成長していくための環境を整えること。／直接選手に関

わるコーチや，選手の身体や心をケアするスタッフを含め，すべての関係者が

チームの勝利に貢献するための『心理的安全性』を整えること」と記している。

そうすることによって，選手たちが「自分の強みと弱みを正確に把握する。／

強みを伸ばすために何をやるべきか自ら考える。／弱みを補うために何をやる

べきか自ら考える。／改善し，成長するための行動を，自らの意思で遂行する」

ようになる。「監督は選手をけん引するのではない。選手を後押しする存在な

のだ。」と述べている。

以上のように，日本においては大学や社会においてリーダーシップとは何か

に関する議論や学習は限定的であり，一般化しているとは言えない。学生や指

導者，スポーツにおけるリーダーシップのあリ方には，今なお，多くの議論が

必要である。

Ⅲ .  米国ミネソタ州 S 大学におけるリーダーシップ教育とスポーツ
部活動

（１）S 大学におけるリーダーシップ教育

筆者は，米国におけるリーダーシップ教育とスポーツに関して，ミネソタ州

S大学を訪問し調査する機会を得たので，その一部を紹介する。
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S大学は，1905年に創設された長い歴史をもつ女子大学である。

大学のミッションは次のとおりである（S大学ウェブサイト）。

「私たちの使命は，女性がリーダーシップを発揮し，影響力を発揮できるよ

うに教育することである。

私たちは，カトリックの知的伝統の中で教養教育と専門教育を重視，統合し，

カロンデレトの聖ヨセフ修道女会が実践した学問的探究と社会正義の教えを重

視しながら，あらゆる学位レベルで教育を行っている。

大学は，女子のための学士課程を中核とし，男女共学の大学院および成人向

けカレッジを擁し，多様性に富んだ学生を歓迎している。卓越性と機会の提供

に尽力するＳ大学は，誠実に行動するリーダーを育成する。

私たちの使命は，女性，カトリック，リベラルアーツという 3つの基本原則

に基づいており，3つの寄付講座によって支えられている。（倉元仮訳，以下

同様，仮訳）」

現在，大学は全体的プログラムとして，リーダーシップ教育 LEAD（リーダー

シップ，激励，援助，成長）に取り組んでいる。主専攻・副専攻の履修，専門

職プログラム，インターンシップ，討論を基礎とする，行動変容をめざす，コ

ミュニケーション・スキル，リベラル・アーツ教育，批判的思考，問題解決学

習，システム的思考，表現力，潜在的雇用主，講演会，キャリア教育，学外組

織とのコラボレーションなどがあり，相互に関連して機能している。

（2）S 大学ソフトボール部活動とリーダーシップ教育

スポーツ活動との関係について検討すると，S大学はミネソタ州大学対抗競

技大会のメンバーであり，全米大学競技協会 3部リーグに属する 12 のチーム

を持っている。そのうち，ソフトボール部指導者である Powersがリーダーシッ

プ教育の概要を紹介する。資料には 2023年シラバス等を用いた。
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１）LEAD２０２２：「リーダーシップと影響力」（２０２3 秋，後期）および概要

コース概要は以下のとおりである。

「リーダーシップとは，個人やグループが他者に影響を与え，変化を促し，人々

や組織，地域社会に永続的なプラスの影響を残すプロセスである。（下線引用

者）

このコースは，Ｓ大学での学生生活を通して，運動とチームという切り口か

ら，リーダーシップを継続的に育成するための基礎を築く。学生は，研究，自

己内省，メンターシップ，リーダーとしての役割を果たすことで他者を導き，

影響を与える経験を通じて，包括的で倫理的かつ効果的なリーダーとは何かを

検討する。学生は，自分独自のリーダーシップ能力を確認し，社会正義とイン

クルーシブ・リーダーシップ（下線引用者）についての理解を深め，Ｓ大学の

卒業生と指導関係を結ぶ。」 

表 1はコースの成果目標，指導方法，学習の成果の確認である。

コースの成果目標 指導方法 学習の成果の確認 

多様なチーム，組織，コミュニ
ティの中で，人々やプロジェク
トをリードし，影響を与える
リーダーの役割を理解する。

『スチューデント・リーダーシッ
プ・チャレンジ』と『リーダー
シップ・エクスペリエンス』の教
科書の講読，評価，シミュレーショ
ン，視聴

リーダーシップ・クイズ

リーダーシップ・パネル，ケイ
ティ・リーダーズ・メンター・ラ
イブラリー収録

リーダーシップ・パネルのふりか
えりとメンター・スピーカーのふ
りかえりに対する評価とフィード
バック

講師による講義，クラスでのディ
スカッション，オンライン共同
フォーラム

リーダーシップ・クイズ

個人の価値観とリーダーシップ
の強みを特定し，ふりかえる。
組織や地域社会での立場に関係
なく，誰でもリーダーになれる
ことを認識する。

朗読と鑑賞 リーダーシップ目的声明書に対す
る評価とフィードバック。メン
ターのふりかえり用紙，リーダー
シップ・プロジェクトのふりかえ
り用紙。

リーダーシップ・プロジェクト

担当メンターとのメンタリング・
セッション

講師による講義，クラス・ディス
カッション，グループ・ディス
カッション／共同フォーラム

表 １　コースの成果目標，指導方法，学習の成果の確認
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２）�Ｓ大学におけるキャリア成功のコンピテンシー，および LEAD�２２０２「リー

ダーシップと影響力」での取り組み

•  リーダーシップとコラボレーション : リーダーシップ・プロジェクトを通し

て，リーダーシップとコラボレーションの能力を伸ばす。11/9 と 12/7 まで

に 2 回，メンターとのメンタリング・セッションに参加する。また，リーダー

シップの目的ステートメントを作成することで，自分自身のリーダーシップ

に関する知識を広げる。

•  コミュニケーション : 自分のリーダーシップとメンターシップ・プロジェク

トについて，メンターや同僚とコミュニケーションを取る。最初のメンタリ

ング・セッション（11/9まで）で，メンターにエレベーター・スピーチを

変革的リーダーシップの視点を
通して，社会正義と包括的卓越
性の意味を認識，理解し，伝え
る。

リーダーシップの目的 リーダーシップ目的ステートメン
トに対する評価とフィードバック 

S大学のリーダーシップとインク
ルーシブ・エクセレンス・ステー
トメント，および聖ヨゼフ修道女
会のリーダーシップの特質につい
て復習する。 講義，クラスディ
スカッション，またはグループ
ディスカッション /共同フォーラ
ムを行う。

クラス・ディスカッションやグ
ループ・ディスカッション，共同
フォーラムへの参加の質とレベル

多様性，公平性，包摂（DEI）に
関するインタラクティブなシミュ
レーションを完了する。

DEIシミュレーションの結果と
フィードバック（4）

リーダーシップ・パネル 　S大
学リーダーズ ・メンター・ライブ
ラリー 録音

リーダーシップ・パネルのふりか
えりとメンター・スピーカーのふ
りかえりに対する評価とフィード
バック

リーダーシップを発揮し，影響
力を行使する。 

リーダーシップ・プロジェクトの
提案およびリーダーとしての職務
経験
教員と担当指導者のサポート。

リーダーシップ提案の評価
リーダーシップふりかえりペー
パー（目標，影響，応用要素） リー
ダーシップ・プレゼンテーション

指導者，関係構築者としての
リーダーの役割を理解する。

担当メンターとのメンタリング・
セッション
メンター・スピーカーの総括
メンター・リフレクション・ペー
パー

メンターによるふりかえり論文の
評価，メンターによる講演のふり
かえり

口頭および書面によるコミュニ
ケーションスキルを活用し，多
様なグループ内で効果的に協力
する。

課題図書 書面によるリーダーシップ・プロ
ジェクトのすべての要素に関する
評価とフィードバック 

口頭発表 リーダーシップ・プロジェクト・
プレゼンテーションの評価と
フィードバック
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行い，自己紹介とプロジェクトを紹介する。また，Ｓ大学リーダーズ・ライ

ブラリーのメンターとリーダーシップ・パネルから得た主な学びのふりかえ

りを書く。

•  批判的思考と意思決定 : リーダーシップ・プロジェクトにおける課題と機会

を分析する。批判的思考と意思決定能力は，クラス・ディスカッションでも

発揮される。

•  創造性と革新性 : 創造性と革新的なアイデアを活かして，独自のリーダー

シップ・プロジェクトを開発する。 

•  プロフェッショナリズムと倫理 : リーダーシップ・プロジェクトを通じて，

プロフェッショナリズムと倫理を実証する。また，レジュメ・カフェ，キャ

リア活動開始支援，Pathway U などの特別単位を取ることで，プロフェッショ

ナルとしての幅を広げることができる。このシラバスの最後には，キャリア

開発が提供する専門的スキルや知識を深める機会がある。注：月～金曜の

12～ 13時まで，履歴書やカバーレターに関するピア・アドバイスを受ける

ことができるコースもある。 

•  デジタルとテクノロジーの応用 : リーダーシップ・プロジェクトのパワーポ

イント・プレゼンテーションを通じて，技術的な能力を証明する。リーダー

シップ・プロジェクトによっては，プロジェクトに関連した具体的な作業を

通じて，デジタルとテクノロジーに関する能力を証明することもある。 

•  グローバルおよび異文化交流能力 : クラス・ディスカッションや，リーダー

シップおよびメンターシップ・プロジェクトを通して，グローバルおよび異

文化交流能力を証明する。

•  キャリア・マネジメントと適応力 : リーダーシップとメンターシップ・プロ

ジェクトでは，メンターや仲間と共にプロジェクトに取り組む中で，キャリ

ア・マネジメントと適応力のコンピテンシーを発揮する。また，「リーダー

シップ目的ステートメント」の作成を通じて，リーダーシップとキャリアに

ついて考える。このシラバスには，キャリア・マネジメントを深めるための

専門的な機会が数多く用意されている。
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3）�「リーダーシップと影響力」コースで達成しようとするＳ大学リベラルアー

ツ教育の目標

• �リーダーシップとコラボレーション 

• �さまざまな方法で効果的なコミュニケーションを図る 

• �目的を持った生涯学習 

• �分野別能力 

• �知識 

４）クラス構成 

1.  対面式コース：このコースは火曜日と木曜日に対面式で行われる。コースプ

ランは変更される場合がある。 

2.  コース情報と最新情報：キャンバスのコースサイトでは，コースのお知らせ

や，コースの資料，コース内容に関連するウェブサイト，その他の重要な情

報など，コースの学習リソースを見ることができる。キャンバスと S大学の

Eメールを毎日チェックすること。キャンバスには https://www.stkate.edu/

students から直接アクセスできる。 

3.  指定された教科書・教材を読むこと。 

4.  クラス・ディスカッションに参加すること。これはディスカッションを中心

としたコースである。全員の意見が尊重され，学習に貢献する。 

5. スケジュール通りに課題をこなすこと。 

５）メンター・トークとメンター・ワーク・セッション�

このクラスでは，数回のメンタリング・セッションでメンターと一緒に活動

する： 

（1）メンター・セッション #1…11月 9日まで。 

（2）メンター・セッション #2…12月 7日まで

これらのセッションは，各自がスケジュールを立て，各日とも授業の最後の

45分間をそのための時間にあてる。メンターは，あなたのリーダーシップ・

プロジェクトを指導する。また，リーダーシップやメンターシップに関する貴

倉　　元　　綾　　子8



重な見識を提供し，成功のための戦略を分かち合ってくれるだろう。

６）評価と採点�

評価と査定活動 ポイント 期日等
授業への参加と出席 50 50 出席 25， 

学期中継続 25

ケ イティ・リーダーズ・ライブラリー・メンター
講演録
総括＃ 1 11/16締切
総括＃ 2 11/30締切 

総括＃ 3 12/07締切 

30 3 × 10 ＝ 
  30ポイント

リーダーシップ・パネル
ふりかえり #1 11/9締切 

ふりかえり #2 12/7締切

20 20ポイント

リーダーシップ・クイズ 12/3締切 20 20ポイント
リーダーシップ・プロジェクト 

　1． リーダーシップ・プロジェクトの提案と経
験 （35ポイント） 11/7締切 

　2． リーダーシップの目的に関するステートメ
ント （30ポイント） 11/7締切 

　3． リーダーシップ・プロジェクト・プレゼン
テーション（35ポイント） 授業最終日のい
ずれかに提出。スケジュールは授業内，未
定。

　4． メンタリング・セッション #1，#2（11/7，
12/7まで）

100 合計＝ 
 100ポイント

合計 220* 

エクストラ・クレジット＝ 10ポイントまで
*   キャリア活動開始「Career Activator」で履歴書を作成し，5ポイントまで
追加単位を取得することができる。
　https://www.kristinclark.com/college-planning-untangled-overview
*   「パスウェイ U」のキャリアアセスメント（シラバスの最後にある情報を参
照）を完了し，学習の要点について簡単なレポート（ダブルスペースで 1
～ 2ページ）を書くことで，5ポイントまでの追加単位を得ることができる。
　https://pathwayu.com/
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７）コースの成果物

（１�）授業への参加と出席：授業への参加と出席は，最大 50 点（最終評点の 

25%）の価値がある。授業への参加は一週間を通じて期待され，評価され

る。質問やアイデアは大歓迎である！　あなたの意見は授業に付加価値を

与え，全員の意見が評価される！

（２�）リーダーシップ・クイズ：この小テストは合計 20点満点である。すべ

ての問題は『Student Leadership Challenge』のテキストまたは授業で配布

されたプリントから出題される。この小テストはキャンバスで指定された

期間利用できる。

（3�）メンター・スピーカーの要約（Media�Space の S大学リーダーズ・ラ

イブラリーにある録音から）：学生は S大学リーダーズ・ライブラリーか

ら 3人のメンターを選び，1ページの箇条書きのアウトライン形式でハイ

ライトをまとめる。受講生は，以下の分かりやすいガイドラインに従って，

スピーカーの要約を作成する：

　見出し 1：講演者の略歴－講演者に関する箇条書き 3つ

　 見出し 2：主な学びのポイント：5～ 10箇条書きで，講演者から得た主な

学びについて述べる。1ページ以内 ダブルスペース 12 pt フォント 

　・講演者の略歴が欠落している場合，10％の減点がある。 

　・これらの要約をリーダーシップ・ツール・キットに保存すること！ 

（4�）リーダーシップ・パネルのふりかえり：学生は，リーダーシップ・パネ

ルにヴァーチャルに出席し（予定時刻に出席できない場合は録画視聴），

以下の内容を含むふりかえりを書く： 

　見出し 1：パネル・メンバーの氏名／役割

コースの成績評価基準：
A 93－100 
A－ 90－92 
B＋ 87－89 
B 83－86 
B－ 80－82 
C＋ 77－79 

C 73－76
C－ 70－72 
D＋ 67－69 
D 63－66 
D－ 60－62 
F 60以下 
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　 見出し 2：主な学習事項－パネルからの主な学習事項を 5～ 10箇条書き

にしたもの 1ページ以内 ダブルスペース 12 pt フォント 

（５�）リーダーシップ・プロジェクトの提案とリーダーシップ体験（4パー

ト）：学生は，コース期間中にリーダーシップを発揮する役割を選ぶ。学

生は教員の指導のもと役割を選択し，リーダーシップ体験提案書に記入す

る。提案書には，プロジェクトの概要，スケジュール，目標を記入する。

学生は，教員と担当メンターのサポートを受けながら，この役割を担う。

可能性のある分野の例：職場，地域社会，家族，学生自治会，スポーツチー

ム，大学（例：寮アドバイザー，入試広報大使，研究会議，非営利団体，

ボランティア団体など），その他自分の興味や都合に合ったプロジェクト。

過去の授業で学生が実施したプロジェクトの例は，「授業内容」のページ

に掲載されている。「コースの内容」で確認することができる。リーダー

シップ・プロジェクトの例：イベント（会議，学内の学生活動）を企画・

運営するリーダー的役割。生徒や兄弟を個人指導するリーダー的役割（大

学進学準備や出願）。職場におけるリーダーシップの役割（新入社員の研

修，顧客向けのマーケティング資料の作成）。D2L コース内容の追加課題

の詳細を参照。指導的役割に要する時間は様々である（指導的役割には授

業外で約 10～ 15時間が必要である）。

•  パート １：リーダーシップ・プロジェクト提案書：提案書には，プロジェ

クトの概要，スケジュール，目標を記載する。学生は，教員とメンターの

サポートを受けながら，この役割を果たす。

•  パート ２：個人メンター・セッション：インストラクターは，クラスを通

して知恵とサポートを与えてくれるメンターを学生に紹介する。学生は

メンターと連絡を取り，3０ 分間の １対 １の個人面談を ２回（学期の始め

と終わりに １回ずつ）行う。これらのセッションは，9月 15日と 10月 18

日の通常のクラス・ミーティングの時間帯に予定されている。メンターと

の関係は，学生がリーダーシップについてより深く理解し，個々のリーダー

シップ経験を通じてサポートを得ることを可能にする。

• �パート 3：リーダーシップ目的ステートメント：明確な目的は，学生の人
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生に焦点と意味をもたらし，リーダーとして，またインフルエンサーとし

ての役割につながる助けとなる。学生は，授業中の読書とディスカッショ

ンから得たすべての洞察に基づき，文章を作成する。以下の見出しを使用

して，文章を整理してください。 

　見出し １： あなたはリーダーとして、自分をどのように見ているか？　何

を大切にしているか？

　見出し ２： 指導力と影響力を発揮するための，あなた独自の能力とは？　

他の人の能力とは？

　見出し 3： 包括的で効果的かつ倫理的なリーダーとは？ 

　見出し 4： 重要な洞察（読書課題，パネルふりかえり，メンター経験，リー

ダーシップ経験から，少なくとも ５つの重要な洞察 を特定し，

議論する。

•  パート 4：応用リーダーシップ・プロジェクト・プレゼンテーション：あ

なたのリーダーシップの役割と指導経験に基づき，以下の項目に取り組む

こと：

　スライド 1： 自己紹介／タイトルスライド：あなたの名前，リーダーシッ

プの役割，メンターの名前

　スライド 2：議題スライド（スライド 3～ 9の見出しを含む）。 

　スライド 3：プロジェクトを選んだ理由は？ 

　スライド 4：リーダーシップを発揮した経験について述べよ。 

　スライド 5：メンターとの経験について述べよ。

　スライド 6： あなた個人のリーダーシップの価値観とリーダーシップ能力

について話し合う－リーダーシップ・ステートメントを取り

入れる。 

　スライド 7： あなたのリーダーシップは他の人に影響を与えたか？　もし

そうであるなら，どのように？

　スライド 8： この経験はあなたに影響を与えたか？　もしそうであるな

ら，どのように？

　スライド 9：学んだことを将来のリーダーとしての役割にどう生かすか？
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プレゼンテーションの質：専門的スライド：各スライドに 3～ 5個の箇条書

き， 1行約 6語，1スライド 6行以内。すべての単語のスペルは正確に。文法

は明確かつ正確に。専門的に見えるように，色，デザイン，一貫した書式とす

ること。7分以内。

８）各週のコース概要

週間 トピック クラス／課題の詳細
セッション準備
第 １ 週 
10/23－29

自己紹介＆ブログ／日誌 1

コース・レビュー 

テキスト・レビュー
シラバスとコース概要の確認

リーダーシップとは何か？ 

リスク，報酬，責任を探る。

リーダーシップとメンター
シップ・プロジェクトの応用
学習について話し合う 

読書課題：

・ 配布資料 1：チームキャプテンの
リーダーシップ・マニュアル
・ 学生リーダーシップ・チャレンジ
・ S大学の使命とビジョン
・ S大学のリーダーシップ・ステー
トメントとインクルーシブ・エク
セレンス・ステートメント

事前計画：

・ プロジェクトの要件の確認，
（リーダーシップとメンターシッ
プ・プロジェクトを）指導する機
会について予め考えておくこと。 

・ 11/7までにリーダーシップ・プ
ロジェクトの提案書の確認

第 2 週 
10/20－11/5 

ブログ /日誌 2 

リーダーシップとメンター
シップ・プロジェクトの確認
「ファースト・フォロワー」
であることについて話し合う 

個人評価：パーソナリティと
リーダーシップ 

読書課題： 

・ 自分自身を導くことの探求：人格
と価値観の深掘り－別冊資料
・ 学生リーダーシップの挑戦：模範
となる道
　第 1章  コミットメント #1 価値の

明確化 

　第 2章  コミットメント #2 事例を
示す 
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視聴課題：

・ Becky Roloff（S大 学 学 長 ） の
リーダーシップに関するインタ
ビュー，Graig Prattが Nextlevel 
Leader Podcast Seriesの た め に
インタビュー。これを 11/2の
授業までに聞くこと。https://
podcasts.apple.com/us/podcast/
are-you-telling-the-truth-are-you-
working-as -hard-as -you-can/
id1461652719?i=1000454775320

課題： 

・ （リーダーシップ・プロジェクト
のために）指導する機会について
考える。リーダーシップとメンター
シップ・プロジェクト提案書の提出
期限は 11/7の授業時間まで。 

第 3 週 
11/6－11/12 

ブログ /日誌 3 

リーダーシップの課題：「可
能性を想像する」「共通の目
的を見つける」「共通の理想
へのアピール」「アニメイ
ト・ザ・ビジョン」

来週までにメンター・セッ
ション第 1回をすること！
 

読書課題：

・ TCLM：実例による指導 

・ 学生リーダーシップの課題：共有
ビジョンを鼓舞する 

　第 3章  コミットメント #3 未来を
構想する 

　第 4章  コミットメント #4 他者を
巻き込む 

視聴課題：シェリル・サンドバーグ
の TEDトーク “女性リーダーが少
なすぎる理由”
課題： 

・ 11月 7日の授業までに，リーダー
シップ目的声明を提出すること。
・ リーダーシップ・プロジェクトの提
案と経験（35ポイント）11/7締切 
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・ メンター・セッション第 1回は，
11/9までに行われる必要がある。 

・ リーダーシップ・パネルのふりか
えり第 1回 提出期限：11/9

第 ４ 週  
11/13－11/19

ブログ /日誌 4

リーダーシップ課題 

「主導権を握る」「アウトサイ
トの行使」「小さな勝利を生
み出す」「経験から学ぶ」

ディスカッションのテーマ：S
大学の創始者，聖ヨゼフ修道
女会とその女性教育のための
勇気ある行動リーダーシップ。

彼女たちが共有した教会の関
与についての研究： 

「私たちは隣人，特にホーム
レス，疎外された人々，経済
的に貧しい人々，危険にさら
されている女性たち，そして
傷ついた地球と，共同体を育
てようとしている。」

読書課題：

・ TCLM：ヴォーカル・リーダー
シップ 

・ 学生リーダーシップの挑戦プロセ
スに挑戦する
　第 5章  コミットメント #5 チャン

スを探す 

　第 6章  コミットメント #6 実験と
リスクテイク

課題：

・ S 大学 Leaders Library Mentor 
Speaker Recap #1は 11/16の授業
までに提出。 

第 5 週  
11/20－11/26

ブログ /日誌 5 

リーダーシップの課題：「信
頼の風土をつくる」「人間関係
を円滑にする」「自己決定を高
める」「実力と自信をつける」

討論テーマ：「紛争解決」「コ
ミュニケーションと傾聴」

読書課題： 

・ リーダーシップ体験 第 8章 モチ
ベーションとエンパワーメント 

・ 学生リーダーシップの課題：他の
人が行動できるようにする 

　第 7章  コミットメント #7 協働の
促進 
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　第 8章  コミットメント #8 他者の
強化

シミュレーション：授業での情報！

課題：

・ S大学・リーダーズ・ライブラ
リー・メンター・スピーカーまと
め #2 11/30 の授業まで。

第 6 週 

11/27－12/3 

ブログ /日誌 6

リーダーシップ課題：「ベス
トを期待する」「パーソナラ
イズされた認識」「コミュニ
ティの精神を創造する」「個
人的に関与する」
リーダーシップ・プロジェク
トのプレゼンテーションを始
める。

読書課題： 

・ 学生リーダーシップ課題 - 

　第 9章  コミットメント #9 貢献を
認める 

　第 10章  コミットメント #10 価値
と勝利を祝う 

キャンバスクイズ

・ 12/3午後 11時 59分までに，ク
イズに答えること。 

第 7 週 

12/4－12/10 

ブログ /日誌 7 

あなたが指導するチーム文化

リーダーシップ・プロジェク
ト・プレゼンテーション 

読書課題： 

・ リーダーシップ体験 第 11章 リー
ダーシップの多様性を発展させる 

・ 学生リーダーシップ課題 -あとが
き：リーダーへの行動の呼びかけ 

PPT プレゼンテーション： 

・ リーダーシップとメンターシッ
プ・プロジェクトに関する PPT
プレゼンテーションの提出期限
は，12/7，12/12，12/14の い ず
れか。スケジュールは授業中に決
定する。 

課題：

・ S大学リーダーズ・ライブラリー・
メンター・スピーカー・レポート
#3，12/7の授業までに提出。 
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９）授業への参加と準備に関する一般的ガイドライン

基準 期待以上 期待に応えている 期待以下
参加

レベル 

質の高いアイデアを提
供したり，適切な質問
をしたりして，授業活
動に貢献する。
他者のコメントを求め
たり，積極的に傾聴し
たりして，授業での討
論に積極的に他者を巻
き込む。
発言の正確性と妥当性
に対して建設的に異議
を唱える。
要点を効果的に特定
し，要約する。

定期的にアイデアを出
したり，質問したりし
て，授業活動に貢献す
る。
他者のコメントを求め
て，授業での討論に他
者を巻き込む。
発言の正確さと妥当性
に異議を唱える。要点
を特定し，要約する。

アイデアを出したり，
質問したりして，授業
活動に貢献することが
ない。
他者を授業での討論に
巻き込むことがない。
要点をほとんど理解し
ていないことを示す。
ほとんど要点を特定で
きず，要約できない。

準備 課題や必要な資料を持
って授業に備えている。
討論で提起された課題
に関連する基礎知識を
的確に表現できる。

課題や必要な資料を準
備している。
授業での討論に関連す
る基本的な基礎知識を
表現できる。

課題や必要な資料を準
備していない。
授業で討論に関連する
基礎知識が限られてい
る，または全くない。

・ メンター・セッション第 2回は
11/7までに行われる必要がある。

最終週

12/11－12/14

ブログ /日誌 8 

リーダーシップと影響力に関
する主要な学習事項のまと
め。
しっかり「充電」して，「自
分」を大切にすること！
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１０）プレゼンテーションの一般的ガイドライン�

基準 期待以上 期待に応えている 期待以下
準備と組
織化

ルーブリック・ガイド
ラインに従い，適切な
内容を盛り込む。
プレゼンテーション全
体を通して準備し，組
織化している。 

ルーブリック・ガイド
ラインに従い，適切な
内容を盛り込む。 

プレゼンテーションの
ほとんどを準備し，組
織化している。

いくらかガイドライン
に従い，適切な内容を
盛り込む。 

プレゼンテーションの
ほとんどにおいて，準
備と組織化していな
い。

アイ・コ
ンタクト 

常に，または頻繁に聴
衆とアイ・コンタクト
をとる。メモ用紙やス
ライドを一字一句読み
あげない。 

ほとんどの時間，聴衆
とアイ・コンタクトをと
る。メモ用紙やスライ
ドを一字一句読み上げ
ることはめったにない。

聴衆とアイ・コンタク
トをとることがほとん
どない。メモ用紙やス
ライドを一字一句読み
上げることが多い。 

熱意 プレゼンテーション全
体を通して，個人また
はグループが，その
テーマに対する熱意を
示している。

プレゼンテーションの
ほとんどの時間，個人
またはグループが，そ
のテーマに対する熱意
を示している。

プレゼンテーションの
大半において，個人ま
たはグループがその
テーマにほとんど熱意
を示さない。

声のトー
ンと話し
方

声の出し方：プレゼン
テーション全体を通し
て，聴衆が聞き取りや
すく，理解しやすい。

声の出し方：プレゼン
テーションの大半にお
いて，聴衆が聞き取り
やすく，理解しやすい。

声の出し方：プレゼン
テーションの大半にお
いて，聴衆が聞き取り
にくく，理解しにくい。
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１１）論文の一般的ガイドライン

基準 期待以上 期待に応えている 期待以下
目的 論文全体を通して，中

心的な目的や主張が，読
者に容易に理解できる。

論文の大半を通じて，
中心的な目的や主張が
明確である。

論文の大半を通じて，
目的や主張がほとんど
不明確である。

内容 中心的な目的や主張を
明確にサポートする，
適切でバランスの取れ
た正当な情報を提示し
ている。重要なテーマ
について，思慮深く，
深い分析を示してい
る。読者は重要な洞察
を得ることができる。

情報は中心的な目的や
主張を合理的に支持
し，基本的または一般
的な分析の証拠を示し
ている。読者は何らか
の洞察を得ることがで
きる。

中心的な目的や主張が
明確に特定されていな
い。分析があいまい，
または明白でない。読
者は混乱するか，誤っ
た情報を得る。

組織 目的や主張を支持する
ために，アイデアが論理
的に配置されている。そ
れらは，次から次にス
ムーズに流れ，互いに
明確に結びついている。
読者は推論の筋道を追
うことができる。

中心的な目的や主張を支
持するために，アイデアが
論理的に配置されてい
る。それらは，通常，互い
に明確に結びついている。
ほとんどの場合，読者は
推論の筋道を追うことが
できる。

文章が論理的に整理さ
れていない。アイデア
がまとまっていないこ
とが多い。読者は推論
の筋道を特定できず，
プロジェクトへの興味
を失う。

参考文献
と A P A
書式

参考文献は，主に査読
のある専門誌やその他
の承認された情報源か
ら引用され，主張を裏
付ける説得力のある証
拠が示されている。読
者は，情報源からの情
報やアイデアの信頼性
を確信できる。論文全
体を通して APA書式
が正確かつ一貫して使
用されている。すべて
の出典が適切に引用さ
れている。

ほとんどの参考文献
は専門的に正当なもの
であり，主張を裏付け
ているが，読者はいく
つかの出典の信頼性
は不確かだと考える。
APA書式が使われてい
るが，軽微な誤りがあ
る。ほとんどの出典か
らすべての出典が，適
切に引用されている。

専門的に信頼できる情
報源は事実上ない。読
者は資料の価値を真剣
に疑っている。文書の
書式には APA書式か
ら見ていくつかの誤り
があり，引用された出
典はほとんどない。
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Ⅳ . まとめと今後の課題
以上のように，米国 S大学を中心にリーダーシップ教育の現在を調査した。

その結果を要約すると以下のとおりである。

・ S大学は，女性がリーダーシップを発揮し，影響力を発揮できるように教

育することを使命としている。この使命は，女性，カトリック，リベラル

アーツに基づき，教養教育と専門教育を統合し，学問的探究と社会正義の

教えを重視している。

・ 「リーダーシップと影響力」（2023秋，後期）コースでは，「リーダーシッ

プとは，個人やグループが他者に影響を与え，変化を促し，人々や組織，

地域社会に永続的なプラスの影響を残すプロセス」と記述している。コー

スでは，学生がリーダーシップを継続的に育成するための基礎を系統的・

実践的に学ぶ。誰でもリーダーになれること，自分独自のリーダーシップ

能力の確認，社会正義やインクルーシブ・リーダーシップなどについての

理解を深めることを目的としている。研究，自己内省，メンターシップ，

リーダー役割の訓練や経験を行う。

・ リーダーシップ・プロジェクト（授業外で約 10～ 15時間）は，コース評

価の半分を占める。授業では，提案書の作成，メンターとのセッション，

リーダーシップ目的ステートメント作成，リーダーシップ・プロジェク

ト・プレゼンテーションを行う。

・ コースを通じて，リーダーシップとコラボレーション，コミュニケーショ

ン，批判的思考と意思決定，創造性と革新性，プロフェッショナリズムと

倫理などのコンピテンシーの養成に取リ組んでいる。

以上のように， S大学では，スポーツだけでなく，幅広い視野と観点からリー

ダーシップ教育に取リ組み，すべての学生のリーダーシップを育成し，将来に

わたって発揮できるようにしている。

一方，日本ではリーダーシップ教育が必ずしも広く実施されていないことも

あリ，スポーツにおけるリーダーシップのあり方に課題があると考えられる。

これらのことから，日本においても系統的で時間をかけたリーダー
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シップ教育とそのスポーツへの展開の重要性と必要性が示唆された。

今後，包括的リーダーシップ教育の状況をより具体的に探究し，日本におい

て幅広く展開するにはどうしたらよいか，検討していきたい。
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